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摂南大学経済学部活動記録（2010年 11月～ 2011年 12月） 
   
① 2010年度第 2回地域経済研究会・観光経済研究会合同研究会 





















 こういった政策的な取り組みにも関わらず、平成 21 年は関西エリアへの日本人旅行者






② 摂南大学寝屋川キャンパス新 1号館竣工記念国際シンポジウム 
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③ 2011年度第 1回地域経済研究会 






第１回地域経済研究会 報告者 田井義人 







[ボランティア参加内容 ]  
 瓦礫撤去作業、ボランティアセンター支援及び仮設住宅での高齢者等とのコミュニティ
支援。 



























④ 2011年度第 2回地域経済研究会 
 12月2日に1号館7階経済学部会議室にて2011年度第2回地域経済研究会を開催した。





第 2回地域経済研究会 報告者 Lars Steiner （報告要旨作成者 岸田未来） 
・スウェーデンの大企業と小企業 
 スウェーデンには約 93万社の企業が存在しており、そのうち 68万社が売上高 50万ク
ローナ（7万 4千ドル）以下の小企業である。その多くは社員が自分だけで、パートタイ
ムの仕事を持ちながら会社を営む「ハイブリッド起業家」である。スウェーデンでは大企
業の海外移転や合理化のために雇用機会が減少しており、政府が企業設立を支援する政策
を採用していることも、これらの起業を促進している。大企業に雇用される場合と比べ、
小企業を営む場合は労働条件も厳しくなるが、それでも毎年約 10 万社の新企業が設立さ
れている。その多くはサービス部門に存在している。起業には、高い失業率（特に若者層
では 25％）、大企業のアウトソーシング化の進展、自らの夢の実現などが動機となってい
る。 
・スウェーデンの産業クラスター 
 スウェーデンにはおよそ 100の産業クラスターが存在している。歴史的に、自然に形成
されてきたクラスターもあれば、人工的に作られたクラスターもある。そのうち代表的な
二つのクラスターを紹介する。一つはスモーランドにあるグノーショー（Gnosjö）で、こ
こでは 18 世紀から、鉄鋼業を起源として金属、森林製品、プラスティックなどに関連す
るおよそ 1500 の産業企業が集積してきた。現在は大半が中小企業であり、企業活動と生
活圏が密着し、地域社会に根差した密な企業間のネットワークが形成されている。もう一
つはストックホルム郊外にあるシースタ（Kista）の IT系企業が形成しているクラスター
である。こちらは 1980 年代に人工的に形成され、情報通信企業のエリクソンを中心とす
る大手の IT 系企業と、それらに関連するビジネスを行う多数の中小企業から構成されて
いる。王立技術研究所や大学も存在し、スウェーデンの「シリコンバレー」ともよばれて
いる。 
